
市調
高萩市市民憲章昭和49年11月1日制定

1 自然をたいせつにし美しいまちをつくりましょう

1 きまりを守り明るいまちをつくりましょう

1 礼儀を正しくしうるおいのあるまちをつ還りましょ与

1 元気で働き豊かなまちをつくりましょう

1 思いやりのある，あたたかいまちをつくりましょう
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水
し
ぶ
き
そ
う
侭

夏
休
み
の
親
子
水
泳
教
室

＝

真
夏
の
太
陽
が

ギ
ラ
ギ
ラ
と
プ
ー
ル
の
水
面
を
照
り
つ
け
ま
す
。

ま
ぶ
し
い
光
を
体
い
つ
ぱ
い
に
浴
び
な
が
ら
、

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
習
う
水
泳
教
室
、

一
週
間
後
に
は
、

真
っ
黒
に
日
や
け
し
て
、

す
い
す
い
と
泳
げ
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
ね
。

’
おかもと ようこちゃ人

（小3）

ぬまた かずのりくん

(小2）

今年の夏休みは，福島の

おばあちゃんの家に泊りに

行くの。

早く泳げるようになって，

おばあちゃんの家の近くに

ある海で泳ぎたいな。

夏休みの目標は 50メ

トル泳げ

黄卜う
ｰ季／

るようになること。

ゾんばります。から

’
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民
ば
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灘

灘
灘

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
／
、

掛
襲

§

＃ 蕊

鍵

雷島
隆警、

七
月
二
十
六
日
㈹
、
二
十
七
日
㈲
の

両
日
、
本
町
通
り
、
駅
前
通
り
な
ど
で
第

十
六
回
高
萩
ま
つ
り
が
、
延
べ
四
万
人

も
の
参
加
者
、
見
学
人
な
ど
が
つ
め
か

け
る
な
か
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
高
萩
ま
つ
り
は
、
郷
土
高
萩
の

認
識
を
深
め
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
と
市
民
の
心
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

ま
つ
り
の
幕
開
け
は
、
鼓
苗
隊
や
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
、
実
行
委
員
な
ど
に
よ
る

パ
レ
ー
ド
で
始
ま
り
、
み
こ
し
広
場
、

流
し
踊
り
な
ど
、
市
内
外
か
ら
ふ
れ
あ

い
を
求
め
る
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
波

が
押
し
寄
せ
、
猛
暑
の
中
、
ま
つ
り
の

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
、
高
萩
ま
つ
り
の
メ
イ
ン

行
事
と
し
て
始
ま
っ
た
「
流
し
踊
り
コ

ン
テ
ス
ト
」
が
、
今
年
も
二
十
八
組
の

〃
連
〃
約
二
千
六
百
人
の
参
加
で
行
わ

流
し
踊
り

コ
ン
テ
ス
ト
ノ
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れ
、
軽
快
な
市
民
ば
や
し
の
リ
ズ
ム
に

の
っ
て
、
踊
り
の
技
を
競
い
、
そ
の
中

か
ら
次
の
九
団
体
が
み
ご
と
受
賞
の
栄

に
輝
き
ま
し
た
。

正
調
賞
受
賞
団
体

振
り
付
け
が
そ
ろ
っ
て
、
隊
列
が
き

れ
い
で
あ
る
こ
と
。

○
あ
や
め
会

○
大
和
町
民
謡
保
存
会

○
高
萩
市
農
協
婦
人
部

自
由
賞
受
賞
団
体

奇
抜
な
感
覚
で
、
愉
快
に
楽
し
く
踊

っ
て
い
る
も
の
。

○
水
戸
信
用
金
庫
高
萩
支
店

○
常
陽
銀
行
高
萩
支
店

○
高
浜
町

ア
イ
デ
ア
賞
受
賞
団
体

仮
装
、
装
飾
な
ど
ア
イ
デ
ア
に
富
ん

蟻
惑§

で
い
る
も
の
〔

○
安
良
川

○
本
町

○
春
日
町

二
日
間
に
わ
た
り
、
各
町
内
を
ね
り

歩
い
た
大
人
み
こ
し
が
、
駅
前
通
り
に

集
ま
り
、
高
萩
ま
つ
り
の
最
後
を
飾
る

み
こ
し
広
場
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
暮
れ

ゆ
く
夕
や
み
の
中
で
、
ま
つ
り
の
最
時

を
飾
る
み
こ
し
が
、
勢
い
よ
く
元
気
に

ね
り
歩
い
て
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
最
後
を

飾
る
み
こ
し
広
場

.ー『

▼パレードでまつりの幕開け
騨
難
騨
撰
辮
澤
齢
撰
筑
タ
イ
ボ

＃
鴬

鈴木美香ちゃん(左） ▲山形県新庄市から今井助役も参加(右から2人目
辮蝋撫熱饗蕊…鍛鮮蝿識蹴薙瞬蕊辮率蕊溌蝋蜂職避瀞驚
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め
い
わ
く
駐
輪

し
て
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
自
転
車

こ
こ
二
、
三
年
、
駅
前
の
自
転
車
、

バ
イ
ク
な
ど
が
目
に
あ
ま
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
人
口
の

増
加
と
と
も
に
、
自
転
車
、
バ
イ
ク
な

ど
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ

ま
す
。
市
で
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
？
Ｉ

（
回
答
）

駅
前
周
辺
の
自
転
車
は
、
年
々
増
加

の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
駐
輪

場
と
し
て
駅
東
口
に
一
七
○
台
、
駅
西

こ
せ
ん
昔
よ
う

口
北
側
に
一
六
○
台
、
跨
線
橋
下
に
四

○
台
の
自
転
車
置
場
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

と
く
に
、
跨
線
橋
下
は
通
勤
、
通
学

者
の
み
な
さ
ん
の
自
転
車
利
用
が
多
い

た
め
、
駅
と
相
談
し
て
、
跨
線
橋
下
か

ら
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
東
側
（
図
一
参
照
）

鋤
騒
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麹
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二

戸

一
手
耳

１図
な
お
、
長
期
的
に
放
置
さ
れ
て
い
る

自
転
車
等
は
、
警
察
署
と
相
談
し
な
が

ら
徹
去
処
分
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
充

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

を
自
転
車
置
場
と
し
て
三
○
○
台
収
容

で
き
る
よ
雲
フ
に
し
ま
し
た
。

通
勤
、
通
学
な
ど
に
自
転
車
を

利
用
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

駅
は
、
市
の
玄
関
で
あ
り
、
顔
と
も

呼
ば
れ
る
所
で
す
。
駅
前
の
歩
道
、
横

断
歩
道
な
ど
に
無
造
作
に
並
べ
て
あ
る

自
転
車
は
、
歩
行
者
に
と
っ
て
非
常
に

迷
惑
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
危
険
を

伴
い
ま
す
。
ま
た
、
見
た
目
に
も
感
じ

の
悪
い
も
の
で
す
。

今
後
は
、
駅
前
の
歩
道
や
横
断
歩
道

上
に
自
転
車
、
バ
イ
ク
な
ど
を
置
か
な

い
よ
う
、
指
定
さ
れ
た
駐
輪
場
に
並
べ

て
置
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

放
置
自
転
車

国際交流の新たな視点をさく"る
ー

芸術文化の交流 ハ
ン
ガ
リ
ー
の
芸
術
文
化
に
親
し
む
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン
・
高
萩
が
、
七
月
十
一
日
勘
か
ら

二
十
日
側
ま
で
の
十
日
間
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
萩
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
高
萩
国
際
交
流
の
集
い
」
な

ど
を
通
し
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
中
心
と
し
た
生
活
文
化

の
共
同
体
験
な
ど
に
よ
る
国
際
交
流
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
国
際
交
流
の
新
た
な
視
点
を
さ
ぐ
る
意
味
か

ら
、
芸
術
文
化
の
交
流
を
中
心
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
、
市
内
を
問
わ
ず
、
県
内
、
他
県
か
ら
の
入
場
者
も
訪

れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
当
初
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
東
京
師
の
多
く
の
催
し
も
の
の
う
ち
、
現

代
美
術
展
の
展
示
と
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
や
友
好
協
会
の
協
力
を
得
て
、
ジ
ュ

ラ
・
キ
シ
ュ
ピ
ァ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
、
リ
ス
ト
写
真
展
、
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な

り
ま
し
た
Ｃ

；

▲大心苑で開かれた前夜祭のパーティー

ハンガリー･フェスティバル･イン･高萩
0>X<0>X<0>X<0>X<0>X<0>X<0>X<0>X<0>X<0>X<0>X<0>X<0>X<@>X<0>X(0>X<0>X<0>X<0>X<●>X<0>X<0>X<0>
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交
通
ル
ー
ル
を
守
る
運
動
と
し
て
は

春
、
夏
、
秋
、
年
末
・
年
始
の
交
通
安

全
運
動
期
間
中
、
高
萩
市
民
間
交
通
指

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

第
二
専
門
部
会
は
、
〃
き
ま
り
を
守

り
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
運
動
“
を
合

い
一
言
一
乗
に

○
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
運
動

○
ノ
ー
ポ
イ
運
動
及
び
ゴ
ミ
の
も
ち
か

え
り
運
動

○
時
間
を
守
る
運
動

第二專門部会員名簿 市民憲章

推進協議会きまりを守り，明るいまちづくり運動

（敬称略）

所属機関団体名 ｜ 氏 名

②市議会文教厚生委員長

市小中校長会長 畷
雄

満

高萩地区交通安全協会高萩支部長石 龍馬

純一 ～第2専門部会～高萩青年会議所理事長 村田

高萩工業高等学校長

㈱日本加工製紙高萩工場長

交通安全母の会高萩支部長

高萩警察署長

学識経験者

mi
浦上

大森

三
一
メ
ケ

耕
良
士

導
隊
や
交
通
安
全
母
の
会
の
み
な
さ
ん

な
ど
が
、
街
頭
立
哨
指
導
等
を
通
じ
て

呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
各
事
業
所
等
で
の
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

運
動
、
暴
走
族
追
放
運
動
な
ど
を
行
う

と
と
も
に
、
幼
稚
園
、
小
学
校
な
ど
の

交
通
安
全
教
室
、
街
頭
自
転
車
点
検
な

仙波

神長

操

新一

柴田弘文

社会福祉協議会山手地区北支部長

〃 上君田若栗支部長

高萩工業高校PTA会長

大須賀幸男

鈴木直登

飯田邦昭

松丘高校PTA会長

民間交通指導隊長

秋山小母の会会長

大部勝央

照山昭一

中村やよい

安島幸子

樋口幸子

ｰ．

東小母の会会長

高萩小母の会会長

松岡小母の会会長 小林洋子

柴田ふさ子柴田ふさ子
ど
を
実
施
し
て
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る

運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ノ
ー
ポ
イ
運
動
及
び
ゴ
ミ
の
も
ち
か

え
り
運
動
と
し
て
は
、
車
か
ら
の
空
き

缶
等
の
投
げ
捨
て
や
、
家
族
連
れ
な
ど

で
出
か
け
た
と
き
の
ゴ
ミ
の
も
ち
か
え

り
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

時
間
を
守
る
運
動
は
、
会
議
な
ど
の

時
間
の
励
行
等
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
（

母子福祉会長

東小学校長

松岡小学校長

細金次夫

大森 久

松岡婦人会長

東小学校PTA会長

諦

鑑

柴田

伊藤

松岡小学校PTA会長 広木浩

市報7月号の第一専門部会員名簿中, KDD茨城衛

星通信所長，高萩地区農業改良普及所長の名前が誤っ

ていましたので， お詫びして訂正します。 （敬称略）

KDD茨城衛星通信所長 久保勝一

高萩地区農業改良普及所長 松田喧信

’
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
前
夜
を
飾
る
七

月
十
一
日
㈱
の
ジ
ュ
ラ
・
キ
シ
ュ
ピ
ァ

ノ
リ
サ
イ
タ
ル
は
、
今
ま
で
に
耳
に
し

た
こ
と
の
な
い
す
ば
ら
し
い
ピ
ア
ノ

の
音
色
に
、
満
員
の
客
席
か
ら
大
き
な

拍
手
が
わ
き
あ
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、

キ
シ
ュ
氏
は
、
こ
の
前
日
の
十
日
夜
、

本
国
の
ブ
タ
ペ
ス
ト
か
ら
国
際
電
話
が
、

宿
泊
先
の
大
心
苑
に
入
り
、
二
男
誕
生

の
朗
報
を
聞
い
て
の
演
奏
だ
け
に
、
曲

目
の
「
子
ど
も
の
情
景
」
に
は
、
特
に

ー

織

篭

騨患

民族衣装を着てお手伝い

川嶋A順子さん(高萩）

正ハンガリーの民族衣装， かわぃ
も 窺惑

いIで:しよう〃刺し”うは全部謡
． ､ ､ 、i : 、 ‘ " ” ､､ 1 , '; ､

蕊い盛』f ;""9曲j¥■Finff
謬承ﾝ齢↑'溌八職好Iもと&鞍と抵鰯
;:灘 … ; , “ ," ， ”､灘誕灘球:鴬j懲
職iアジア民族,1# "とても温かい人穂

浜 ；，＝; ;獣

ぞ親じみを感じます。
r

釜:この機会にハンガリーという国
: ニ "“ ： ： " 雷

潅出会えて， とても幸わせ， どれ
裳 := 垣 ；

からもこの交流をたいせつにじだ
:舞基 ､ ニ

いですねqj a"fｰｼﾞ

織鍵

辮蕊鵜 ▼…霞
認鶏

鍵
談
鍾
鍵

鴬 力
が
は
い
っ
て
い
ま
し
た
。

帰
り
の
車
中
、
「
ま
た
、
機
会
が
あ

れ
ば
高
萩
で
演
奏
し
た
い
函
と
話
し
て

い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
代
美
術
展
に
は
、
日
本
・
ハ
ン
ガ

リ
ー
を
代
表
す
る
著
名
な
芸
術
家
た
ち

の
作
品
が
四
十
数
点
、
ま
た
、
市
内
の

美
術
協
会
会
員
や
陶
芸
家
の
作
品
も
あ

わ
せ
て
展
示
さ
れ
、
会
場
内
は
目
を
み

は
る
作
品
群
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

鍵蕊鷲

9
…

瀞観

I

；

蔦＃

『
、



全国少年レスリング大会で入賞 蕊

大泉一之くん(高萩）

7月26日仕)， 27日(日)の2日間，吉森県八戸市体

育館で，昭和61年度全国少年レスリング選手権大

会が開かれ，高萩市少年レスリング道場の選手9

名が，茨城県代表として参加して活躍しました。

市民のひろばのコーナーは，みなさんの身近に起こっ

た話題や行事声を紹介します。何かありましたら係ま

でお寄せください。

☆あて先…市民活動課広報広聴係(盃23-21 1 1,内線262）

、１

ＪＪI
小学校1 ．2年の部(20k9級)で大泉一之＜ん（写真前列

左から2人目）が，みこと第3位に入賞しました。

▼

由

凸

：
；
由
~L

三
年
連
続
全
国
大
会
に
出
場

牙

§
閏

：

；
臼

閣

＃
配

噂
ロ

金
成
か
つ
子
さ
ん
（
松
岡
剣
士
会
）

市
内
上
手
綱
の
金
成
勝
子
さ
ん
は

県
の
予
選
大
会
で
第
三
位
に
入
賞
し
、

八
月
五
日
㈹
、
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ

た
第
三
回
全
国
家
庭
婦
人
剣
道
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。
金
成
さ
ん
は
、
今
年

で
三
年
連
続
の
出
場
で
す
。

ー

… 鋒§

…
帯蔚… 鱗§職 j辮擬

ミニミニミジー二 二二二二二
一

二
一
一

蕊騨議蕊
職
鑑
識

蕊
畳

韓

鰯
識
野
画
辱
郷

高萩駅ぐ→袋田駅

往復縦断駅伝
癖

…

鐸

笹騨謹

…;鐘
鐸

鍾鍵
蕊

～島名走ろう会結成10周年記念～
灘

：

鱒蕊 六
月
二
十
八
日
㈹
、
島
名
走
ろ
う
会

で
は
、
結
成
十
周
年
を
記
念
し
て
、
県

道
高
萩
大
子
線
の
国
道
昇
格
を
願
い
、

高
萩
駅
か
ら
水
郡
線
の
袋
田
駅
ま
で
の

往
復
縦
断
駅
伝
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
の
朝
六
時
に
、
高
萩
駅
長
か
ら

袋
田
駅
長
あ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
往
復

蕊
識

§

職
》

県
道
高
萩
大
子
線
の

国
道
昇
格
を
願
っ
て

極
、
結
成
十
周
年
を
記
念
し
て
、
県
：
織
捲
狸
罰
畢
華
》
》

ハ
月
二
十
八
日
㈹
、
島
名
走
ろ
う
会

ー

灘

~錘

＃
趣:琴： ；

鶏簿‘
悪

蟻

灘凱奎
ー出癖

霞
録

答

窪蕊 鰯

鶏蕊驚鴬§鐸

辨…
嬢識蕊

識

鷺
蕊

鱗

キ
ッ
プ
を
も
っ
て
ス
タ
ー
ト
、
二
人
ず

つ
が
交
替
で
、
約
二
十
人
が
こ
の
駅
伝

に
参
加
し
ま
し
た
。
目
的
地
の
袋
田
駅

で
は
、
駅
長
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
た

り
、
キ
ッ
プ
に
は
さ
み
を
入
れ
て
も
ら

っ
た
り
し
た
あ
と
、
再
び
県
道
を
無
事

に
高
萩
ま
で
走
り
ぬ
き
ま
し
た
。

往
復
約
百
ｍ
を
走
り
ぬ
い
た
島
名
走

ろ
う
会
の
み
な
さ
ん
は
、
「
結
成
十
周
年

を
記
念
し
て
、
何
か
を
や
り
た
い
と
思

っ
て
い
た
の
で
、
高
萩
駅
↓
袋
田
駅
往

復
縦
断
駅
伝
を
思
い
つ
き
、
実
行
し
ま

し
た
。
思
い
出
に
残
る
縦
断
駅
伝
が
で

き
て
と
て
も
よ
か
っ
た
。
こ
れ
で
、
国

道
昇
格
が
決
ま
れ
ば
、
こ
ん
な
う
れ
し

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。 しみ

こ
と
に
ゴ
ー
ル
イ
ン

巳



謎

瀞

大
成
功
の

〃
出
演
者
を
囲
む
集
い
〃

■
必
蒲
辞
鼠

§

七
月
三
日
㈱
、
文

化
会
館
で
、
加
藤
剛

主
演
の
「
門
ｌ
わ
が

愛
」
の
俳
優
座
公
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
文
化
会

館
に
は
約
五
百
人
の

市
民
の
み
な
さ
ん
が

入
場
、
約
三
時
間
に

わ
た
る
熱
演
に
盛
ん

な
拍
手
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

文
化
会
館
で
は
、

初
の
試
み
と
し
て
公

演
終
了
後
に
、
加
藤

剛
、
川
、
敦
子
な
ど

の
〃
出
演
者
を
囲
む

集
い
〃
を
行
い
ま
し

た
。

こ
の
会
に
は
、
約

八
十
人
の
み
な
さ
ん

が
参
加
し
て
、
会
場

は
楽
し
い
雰
囲
気
や

笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
。

自
分
た
ち
で
持
参

し
た
カ
メ
ラ
で
、
出

演
者
の
人
た
ち
と
記

念
撮
影
に
納
ま
る
人

.ー

文化会館

や
サ
イ
ン
を
も
ら
っ
て
大
喜
び
の
人
、

ま
た
、
握
手
を
求
め
る
人
な
ど
．
…
：
。

短
い
時
間
な
が
ら
も
、
出
演
者
の
み
な

さ
ん
と
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
の
テ
ー
ブ
ル

を
囲
み
な
が
ら
、
そ
の
気
分
を
満
喫
、

集
い
は
大
成
功
と
な
り
ま
し
た
。

＊
＊

「
加
藤
剛
さ
ん
が
、
と
っ
て
も
す
て
き

で
し
た
。
サ
イ
ン
も
も
ら
っ
た
し
、
写

真
も
一
緒
に
た
く
さ
ん
と
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
た
だ
、
握
手
す
る
の
を
忘

れ
て
し
ま
っ
た
の
が
残
念
で
す
。

舞
台
も
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
し
、

音
響
も
よ
か
っ
た
で
す
よ
。
こ
う
い
っ

た
〃
出
演
者
を
囲
む
集
い
〃
な
ど
も
、

も
つ
と
や
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
」

§

▲大部由美子さん(左)、横山育世さん(右)の

お二人に聞いてみました

イデア料理利の ア
｝

し） じゃがいものパンケーキ ’

(材 料）

じゃがいt

たまねぎ 平野躍子さん

（秋山）

「私は， 自分の体が弱かったので,子

どもには体だけは大切にと，食生活

にはいろいろと気を使っています。

このミじゃがいものパンケーキミは

手軽にできて子どものおやつには最

適です。たまねぎは入れなくてもか

まいません。好みでおしょう油をさ

っとかけたり， ジャムやはちみつを

ぬって食べてもおいしいですよ｡」

イ
プ

戸
プ

『
〈

一
」
、
／
一

十
ま
一
ダ

ル
に
ゴ
バ

●
●
●

(作レノ方） ． * ;; "_lu〃息蕊慈…

I), じゃがいもは皮をむいてすりおろし， たまねぎ(小量)も同じよう

にすりおろす。 〈水分が多いときは,上ずみ液をとる｡>これに， たま

ごとコーンスターチを加えてよく混ぜ合わせる。

2， フライパンにバターをうすくぬり，①を小量づつおとして，両面

を焼く。

フ



六
月
二
十
九
日
⑧
高
萩
青
年
会
議
所
の
主

催
で
行
わ
れ
た
〃
ふ
れ
あ
い
滝
坂
ラ
ン
ド
“
に

は
た
く
さ
ん
の
市
民
が
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
は

竪
穴
式
住
居
造
り
な
ど
に
取
り
組
み
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ぐ ぼ
く
た
ち
が
作
っ
た
ん
だ
よ

ー

蕊講謹謹溢
識

轟

ぷ

篝j濡弓鋤…鋤”
蟻 識〆． …ゞ． ＃

幾

窺鐵晶

§

識

▲はまなす号が新しくなりました 礎 鏡

藩&嘗
!熟リ
強社会福祉協議会では，昭和53年7月に愛の

基金と善意銀行預託金で福祉バスの‘‘はまな

す号，， を購入し，現在まで社会福祉の増進や

向上に幅広く活用してきましたが， このほど

老朽化による運行上の危険があるため更新さ

れ， 7月9日(水)新車が披露されました。

蕊i拳#際､灌勢､ ;が蕊 韓

▲海をきれいに.／

7月8日（火） 松丘高校の生徒約280人が参加して，

高戸海岸とビーチガーデン前の海岸清掃奉仕作業を行い

ました。これは，毎年7月と9月の年2回，松丘高校が

実施しているもので今年で8年目を迎えました。

ー

七
月
十
日
体
茨
城
県
警
察
音
楽
隊
を
先
頭

に
、
少
年
剣
士
隊
や
高
萩
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
、
関
係
者
な
ど
約
二
○
○
人
が
参
加
し
て
、

「
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成
」
を
呼
び
か

け
な
が
ら
、
高
萩
駅
前
か
ら
市
役
所
ま
で
の
市

内
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

剣 音
楽
隊
を
先
頭
に

市
内
パ
レ
ー
ド

日



七
月
十
三
日
側
松
岡
小
学
校
で
、

八
月
十
日
⑧
に
行
わ
れ
る
市
内
子
ど
も

会
球
技
大
会
に
出
場
す
る
代
表
チ
ー

ム
を
決
め
る
、
第
七
回
松
岡
地
区
予
選

大
会
が
、
選
手
・
育
成
者
な
ど
約
四
○

○
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ポ
ー
ト
ボ
ー

ル
と
も
そ
れ
ぞ
れ
九
チ
ー
ム
ず
つ
が
参

加
し
て
、
熱
戦
を
操
り
広
げ
て
い
ま
し

た
。 第

七
回
松
岡
地
区

予
選
球
技
大
会

市民参加で海岸清掃

7月20日（日） 早朝から約3,000人の市民のみ

なさんが参加して，毎年行っている関根川から花

貫川までの海岸清掃が行われました。

蕊
堺

#識

蕊蕊
鍵

慰甚率啓,1

ｰ

撚
塘

…鶯券一
ー

議』癖“蕊
河鵠､職

～苧

第1回胄少年テニス大会

7月20日（日） 勤労青少年ホーム利用者友の

会のみなさん約35人が参加して， 第1回吉少

年テニス大会が開かれました。

蝋：
蕊

霧
議 謎蕊

､蓋!､z愛駕舞
蝋呼"謹箪,鋒

" ､: ‘1 ,薄謬噸 : 息舞":

鍵". ;鯉

協
和
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

交
流
会

七
月
十
一
日
㈱
高
萩
市
内
で
活
躍

し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
（
市

内
の
八
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

で
結
成
）
の
メ
ン
バ
ー
二
十
三
人
が
、

真
壁
郡
協
和
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
を
訪
れ
、
運
営
方
法
や
活
動
状

況
な
ど
に
つ
い
て
、
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み

な
さ
ん
は
、
今
後
の
活
動
の
参
考
に
な

れ
ば
と
熱
心
に
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

蜀
糖
回
動
も
ｊ
も
，
的
，
偽
司
？
。
ｊ
も
り
燗
副
腎
噂
ｊ
偽
罰
？
§
・
偽
釘
留
胃
・
燭
ｊ
慌
冒
＠
も
針
糖
脅
留
胃
留
胃
留
晋
留
胃
留
習
噌
腎
胃
胃
留
習
胃
腎
切
も
ｊ
も
叫
留
習
腎
噂
剖
精
留
？
，
？
噂
副
万
○
ｊ
も
ｊ
胸
？
切
も

会員募集中一高萩高校生会一

蕊譲
霧

輪

霞

ー

篭
鴬
一…F鋸

遊 吟 承『銀蝿

“

高校生会とは？〆噌涜fL, ‘f曙f‘ 6J額営 ﾆﾆ 僖塞ﾆ轌塁 "諄,篭 : ,ぐ

ロ［．子どもたちにケニム等を教えながらj子どもの健全育成

をはかる高校生あボラﾝ孟思ｱ;グﾙｰ嫁です｡〆印丘"･* Ⅱｵ ﾙ 〃

《好評だった市内キャラバン》

7月12日(二'二)， 13日(日)の2日間，恒例の市内キャラバンが行われま

した。途中，小雨に降られながらも，子どもたちの元気な声がひび

きわたり，参観に来た父兄のかたにも好評でした。

高校生会では， いっしょに活動する仲間を募集しています。高校

生活を有意義に過ごすためにも，ぜひ参加してみませんか。

※高萩高校生会についてのお問い合わせは，福祉事務所社会係へ

壷23 2111 内線355

9

▲熱心に交流会を行っている

ボランティアのみなさ/L



幻
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F工表団地を訪虹司
～企業紹介～

⑦

株式会社中村自工深川製作所

社 長

有田正三さん
株式会社中村自工深川製作所

住 所高萩市赤浜字松久保412

（松久保工業団地）

資本金8千万円

主な製品ユニバーサルジョイント

敷地面積32,266㎡

建物面積 7,300nf

社員数 63名

操業開始昭和48年11月

東京都在住で，奥さんと長男夫妻と2

人のお孫さんの6人暮らし。

常々， 3つの健康一頭の健康，体の

健康，心の健康一に心がけています。

とくに，心の健康については， たとえば，

失敗をしても現状を正しく認識して， 明

日の向上に全力投球しながら毎日を楽し

く暮らすよう心がけています。

株
式
会
社
中
村
自
工
深
川
製
作
所
は
、

東
京
に
本
社
が
あ
り
、
全
国
に
関
連
企

業
七
社
や
工
場
な
ど
を
も
つ
会
社
で
す
。

高
萩
市
に
は
、
昭
和
四
十
八
年
松
久

保
工
業
団
地
内
に
新
工
場
を
建
設
、
そ

の
後
東
京
工
場
を
高
萩
に
統
合
す
る
と

と
も
に
、
技
術
研
究
所
を
設
置
し
て
、

一
貫
し
た
生
産
体
制
を
整
備
し
て
き
ま

ー

経
営
理
念
と
し
て
、
信
用
、
奉
仕
、
和

の
言
葉
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

「
お
客
さ
ん
の
信
用
を
得
て
、
企
業

基
盤
の
確
立
を
図
り
、
企
業
活
動
を
通

し
て
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。
社

内
全
員
の
和
に
よ
っ
て
、
仕
事
に
生
き

が
い
を
み
つ
け
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と

で
す
ね
凶
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

は
、
一
組
三
○
ト
ン
も
あ
る

荷
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
Ｊ

有
田
社
長
の
モ
ッ
ト
ー
は

し
た
Ｃ主

な
製
品
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ジ
ョ
イ

〃
４
ど
う
じ
／
、

ン
卜
（
駆
動
軸
）
は
、
国
鉄
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
機
関
車
な
ど
に
使
わ
れ
て
お
り
、

自
動
車
用
で
は
、
米
国
の
デ
ナ
ー
ス
パ

ィ
サ
ー
社
と
の
技
術
提
携
に
よ
る
独
特

の
プ
ロ
ペ
ラ
シ
ャ
フ
ト
を
製
造
、
国
内

の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
（
主
に
ト
ラ
ッ

ク
や
ク
レ
ー
ン
車
等
）
供
給
し
て
い
ま

す
。

ま
た
、
船
舶
で
は
タ
グ
ボ
ー
ト
や
水

中
翼
船
等
に
も
使
わ
れ
、
そ
の
ほ
か
の

各
種
産
業
機
械
の
動
力
伝
達
用
に
幅
広

く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

じ
ざ
い
つ
ぎ
て

「
大
型
ジ
ョ
イ
ン
ト
（
自
在
継
手
）

で
は
、
西
ド
イ
ツ
の
ゲ
レ
ン
ク
・
ベ
ー

レ
ン
・
バ
ウ
社
と
の
技
術
提
携
に
よ
り

高
ト
ル
ク
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
開
発
に
成

功
し
ま
し
た
。
製
鉄
用
に
は
、
圧
延
機

の
駆
動
用
や
鋼
管
の
ピ
ァ
サ
ー
機
（
孔

あ
け
）
等
に
使
わ
れ
、
大
き
な
も
の
で

は
、
一
組
三
○
ト
ン
も
あ
る
も
の
を
出

’
十
五
年
七
月
、
「
日
本
上
古
史
研
究
」
四

一
十
三
号
に
紹
介
し
た
の
で
あ
る
。
馬
琴

一
は
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
に
伊
↑

｜
檗
諾
草
（
い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
）
が
黄

一
泉
国
（
よ
み
の
く
に
）
を
訪
問
し
た
と

一
き
、
桃
の
実
を
雷
（
鬼
）
に
投
げ
つ
け

一
て
追
い
払
っ
た
と
あ
る
話
に
注
目
し
、

｜
桃
太
郎
が
鬼
が
島
に
行
っ
て
鬼
を
殺
し

－
た
話
と
結
び
つ
け
て
い
る
。

｜

；
：
，
，
、
厚
，
“
・
・
１
－
『

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

｜
ま
た
、
鬼
門
、
裏
鬼
門
に
つ
い
て
も

一
桃
太
郎
と
犬
・
猿
・
唯
の
話
が
、
方
一
症
雍
押
う
お
詮

一
位
に
関
係
が
あ
る
と
指
摘
し
た
の
は
江

イ
テ
オ
ニ
ノ

一
戸
時
代
の
読
本
（
よ
み
ほ
ん
）
、
草
双
紙

タ
イ
：
／
ヤ
ウ
ニ

’
（
く
さ
ぞ
う
し
）
の
作
者
、
滝
沢
馬
琴
／
万
上
↓
、
：
／
ク

｜
で
あ
る
。
私
は
昭
和
三
十
五
年
に
桃
太
オ
ニ
ノ
ク

一
郎
昔
話
を
調
べ
て
い
た
と
き
、
馬
琴
が
、
ヴ
ヘ

｜
「
桃
太
郎
」
と
い
う
文
章
を
耆
い
て
い

一
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
文
章
は
馬
琴
ィ
／
：
／
岸
サ
ケ
“

一
の
著
『
燕
石
雑
誌
』
巻
三
十
四
（
有
朋

タ
ダ
ウ
ヒ
三

『
／
‐
ズ
イ
‐
’
二
一
一

剖
心
寸
面

一
堂
文
庫
大
正
十
一
年
刊
）
に
収
め
ら
れ

ゃ
，
．
／
ダ
カ
ノ
三

一
て
い
る
。

ト
ヴ
ー
ヴ

｜
そ
こ
で
早
速
、
馬
琴
の
業
續
を
「
桃

一
太
郎
昔
話
に
よ
せ
て
」
と
し
て
昭
和
一
二
：
、
、
／
ナ
モ
モ

マ
ケ
マ
・
ダ
ダ
恩
丁
二

｜
い
う
文
章
を
耆
い
て
い
－
１
１
１
－

‐
，

司
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
１
１
‐
！
‐
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
－
１
１
Ｊ
□

「
鬼
が
島
は
鬼
門
を
表
せ
り
。
こ
れ
に
一
（
●
‐

｜
と
逆
す
る
に
、
西
の
方
申
酉
戊
（
さ
る
一

一
鋪
俗
舗
ｊ
諄
詮
戦
鯲
娠
騨
雛
鰐
鰄
諦
一

郎
７
の
誕
生
』
を
書
く
と
き
、
こ
の
馬
琴
の
一

一
綱
民
倣
田

書
い
た
も
の
を
み
て
い
な
か
っ
た
よ
う
一

志
で
あ
る
。

｜
高
４
小
学
国
語
読
本
巻
’
一
文
部
省
編
・
昭
和
８
年
）
一

一
》

！
ｉ

Ｉ

小
學
國
語
請
本
臺

璽
久
部
増

〃
″
｛
《
《
《
澆
一
臥
恐
、
＋

蕊
謡等尋

常
科
用

》
矛ぞ

一
一
《

’
｜

’’
1

’
一一

ー

－一___1■■■■■__－－_－－－－_一_■■■■■■■■■■■■■■■ー－一－__一_一■■■■■一■■■■■■■■ ■■■■■ ■■■■■－■■■■■■■■■■ ■■■■■－__
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～めざせ市長杯～
第14回高萩市長杯争奪軟式野球大会組み合せ

〃
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
“

こ
ん
な
時
は種

別
変
更
の
届
出
を

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、
保
険

料
を
納
め
な
く
て
も
年
金
が
受
け
ら
れ

る
第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
を
済
ま
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
か
た
に

は
、
年
金
手
帳
を
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
後
に
、

○
夫
が
退
職
し
た
。
（
夫
が
年
金
受
給
者

静会場説明A…市営野球場 B”･高浜運動広場(Aコート) c…大心苑野球場 D…KDD野
E…肋川電気野球場F“･県立高萩高校グランドG･ ･ ･高萩中学校グランドH…秋山中学校グ.ラ

1t場

ノド

○KARAS

水戸信用金

オ －ル島

高萩商事

ラ イ オ ン

K D

レ イボーイ

NK ドバー

助川電気工業

本町萩友

鈴 木 建

つ高 萩 小

。高萩ジャイアン

昭 和 興

W A V

フ レ ン

㈱安藤鐵工

駒木原野球クラ

生化学工業K

高萩市農

コミュニティねも

肋川電気

。高萩ガ ッ

3NKハンマー

ノf ル ノf －

千代田ｸﾗ

ｼﾞ ヤ ーゴ

コ ン。ルー

鈴

高萩ピエ

ス ノf 一 ク

フ ア ルコ

高 萩 向

〕中 村 自

〕高 萩

松岡ヤンキー

レ イ ン ボ

エヌ・ケー運輸野球

スクランうﾞ

U

14A①

〆、
Lノバ ヮ － ス

高萩コムラス

葵 会

常 ｜場 銀 行

う リ ッパース

永 谷 園

アスレチックス

ア ス カ

l4D②

｣冠司
庫

7A①

名一
21Au 三21，(1

㈱－
7A(Z 、

スー

14A② 14]〕

K

に
な
っ
た
ｃ
）

○
夫
の
被
扶
養
で
な
く
な
っ
た
。
（
奥

さ
ん
の
収
入
が
年
間
九
十
万
以
上
あ

る
よ
う
に
な
っ
た
ｏ
）

○
奥
さ
ん
が
勤
め
、
厚
生
年
金
に
加
入

し
た
。

な
ど
の
場
合
は
、
第
三
号
被
保
険
者
で

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
旨
を
必
ず

市
役
所
年
金
係
へ
届
出
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
忘
れ
ま
す
と
、
将
来
年
金

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
の
不
利
益

三28B(T）28A(1)

スー

14A ④
面

Ｄ
ｒ
Ｊ

Ｍ
’

スー

7A③

㈱葺’
21A(nL

コ ミ ツ ク ス

大 建 工 業

エイティ ース

ストロングナイン

ヤブス タ ー○

プ リ ン ス

高萩ジョインズ

春日町二世会

ジ ヤ ガ－ス

H ・ S ・ T ． B

有明 ク ラ ブ

ク ガ ー ズ

汽 力

日の出クラブ○

和 華 羽 会○

ラ ハ イ ナ

ピ ン キ－ズ

NEMOTO

チヨ ウセイズ

島名ベクターズ

めんず倶楽部

三21D(2)

/へ
云

7A 14，

④

‐
幽

凡
又

一
三
ロ

7E①

堀一
10/5A(］ l()/5A(3)

14A l4E(L）

_｢扇

‐

③

Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ａ
１

丑
減

産
Ｅ
ズ

捻
犀

抑
’
」
唖
Ｆ
１
‐
吻

一
２

が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
保
険
年
金
課
国
民
年

金
係
念
二
三
’
一
二
二
内
線
二
三
二

毎
日
の
よ
う
に
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
で

報
道
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
暴
力
、
非

行
、
自
殺
等
の
問
題
は
、
今
や
大
き
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
回

「
子
ど
も
に
つ
い
て
の

悩
み
ご
と
相
談
」

所一
14B’

フ－

ｊ２』

州
副竺

Ｋ
協

1_ZEg
l4E④一

喝蝿

と
Ｂ

…階…
ノー

14F①

_｢元
スー

l4B

j無祁［
21E(1）

型
の

計
Ｌ
唖 こ

う
し
た
問
題
も
含
め
て
、
子
ど
も

に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
教
育
委
員

会
で
は
、
就
学
前
の
お
子
さ
ん
、
小
学

校
、
中
学
校
の
お
子
さ
ん
に
関
す
る
悩

み
ご
と
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

Ｌ
」
妾
己

シ
」
こ
つ
勺

／
、
↓

7"l4B
｝

|28BQ)｢___

M:E
八
月
二
十
九
日
③

午
前
十
時
～
午
後
四
時

高
萩
市
民
セ
ン
タ
ー
二
階

陰
づ
ロ

28A③

EL
東日本エンジニアリンク

ス 高萩警察署
f、

高萩郵便局
７ 14F

洋
工
会
ス

一
一
一

／

、

／

Ｌ

会
萩古

厄

手
ＴＴ

山
Ｎ

C

I()/5A

l()/5A(Z l4G①

_F
スカイホーク

l4C

ロブスタ－ズ

ボ ト ム ス

アドベンチャーズ

コ ン ボ イ

パ ピ ー ズ

茨城相互銀行

秋 友 会

ダンう｡ 力－ス

カ マ ロに

７ 21E(3

内
容
子
ど
も
の
性
格
、
行
動
、
学

業
、
養
育
、
友
人
関
係
、
そ

う
ｈ

，
〃
竹

相
談
員
指
導
課
・
吉
少
年
セ
ン
タ
ー

職
員
、
県
北
教
育
事
務
所
生

徒
指
導
相
談
員
、
市
内
生
徒

指
導
担
当
職
員

※
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
事
前

に
電
話
で
予
約
さ
れ
る
か
た
は
教
育
委

員
会
指
導
課
へ
念
二
三
’
二
三
一

（
匿
名
で
も
結
構
で
す
。
）

21B(3)ｰ 型

部
ル 当I

14C

14

~11犀
工 ／ ′、 う

D D茨

ク ラ

協 市
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１
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家庭健康シリーズ．⑧

おねしょ
易

－その自立のために

商〃《協同病|坑泌味器科・

宮崎 裕医師

達
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
お
ね
し
ょ
か

ら
の
自
立
に
も
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
で
見
守
る
こ
と
。

子
ど
も
の
お
ね
し
ょ
は
、
お
父
さ
ん
の

「
い
び
き
」
と
同
じ
よ
う
な
も
の
。
寝

る
前
に
い
び
き
を
か
く
ま
い
と
決
意
し

て
も
か
い
て
し
ま
差
７
の
で
し
よ
』
フ
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
お
ね
し
ょ
」
・
医

学
用
語
で
は
「
夜
尿
症
」
と
言
い
ま
す

お
ね
し
ょ
は
三
歳
で
約
三
割
、
五
歳
で

約
一
割
の
子
ど
も
に
み
ら
れ
ま
す
。
一

般
に
は
、
五
歳
以
降
の
お
ね
し
ょ
が
治

療
や
相
談
の
対
象
で
す
。
原
因
は
さ
ま

ざ
ま
な
要
素
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て

い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
、
尿
を
た
め

た
り
出
し
た
り
す
る
働
き
が
未
発
達
な

た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
夜
尿
症
の
子
ど
も
が
自
立
し

て
い
く
に
は
、
家
庭
で
ど
ん
な
こ
と
が
大

切
な
の
で
し
ょ
う
か
。
基
本
は
次
の
三

●
①
●
●
●
●
●
●

つ
で
す
。
「
あ
せ
ら
ず
」
「
お
こ
ら
ず
」
そ

し
て
「
お
こ
さ
ず
」
・
子
ど
も
の
体
の
発

ー

た
ま
り
、
自
信
を
な
く
し
て
し
ま
い
ま
お
年
寄
り
（
六
十
歳
以
上
）
の
た
め

す
。
し
か
ら
な
い
こ
と
。
無
理
に
起
こ
の
專
用
居
室
を
増
・
改
築
す
る
た
め
に

さ
れ
て
も
夢
う
つ
つ
で
、
お
し
っ
こ
の
必
要
な
経
費
の
一
部
を
貸
し
付
け
し
、

訓
練
を
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
。
眠
り
お
年
寄
り
と
家
族
と
が
温
か
な
家
族
関

が
障
害
さ
れ
る
だ
け
で
す
。
起
こ
さ
な
係
を
維
持
す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
、

い
こ
と
。
で
も
後
始
末
の
こ
と
を
考
え
老
人
居
室
整
備
資
金
貸
付
制
度
が
あ
り

る
と
、
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
は
忍
耐
の
ま
す
。

い
る
こ
と
で
す
ね
。
○
貸
付
限
度
額
一
件
あ
た
り
一
四
六

ほ
か
に
は
、
年
齢
に
応
じ
た
お
ね
し
ょ

万
円
、
貸
付
四
件

の
後
始
末
、
食
生
活
で
の
塩
分
制
限
（
水
○
利
率
年
三
％

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
／
、
）
が
有
効
で
○
償
還
期
限
十
年
以
内

す
。
医
療
機
関
で
は
夜
尿
症
の
原
因
を
○
申
し
込
み
先
九
月
三
十
日
㈹
ま
で

詳
し
く
調
べ
、
主
と
し
て
薬
に
よ
る
治
に
福
祉
事
務
所
社
会
係
へ

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
◎
こ
の
資
金
は
、
年
金
積
立
還
元
融
資

つ
ま
ら
ぬ
劣
等
感
の
沼
へ
陥
ら
な
い
よ
に
よ
る
も
の
で
す
。

う
、
大
き
な
愛
情
で
包
ん
で
あ
げ
て
く
※
詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
社
会
係
へ

だ
さ
い
。
恋
二
三
’
二
二
一
内
線
三
五
五

そ
れ
と
お
ね
し
ょ
は
同
じ
な
の
で
す
ｃ

だ
か
ら
、
子
ど
も
の
意
志
と
無
関
係

に
生
ず
る
お
ね
し
ょ
を
し
か
ら
れ
た

の
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
ス
ト
レ
ス
が

障害者住宅の

整備資金を貸し付けます

障害者（障害程度1 ． 2級) ，または，

障害者と同居する世帯に障害者の專用居

室を増・改築する資金を貸し付けます。

貸付限度額

貸付利率

償還期限

申込期日

202万円

3％

10年以内

9月30日(火)まで

お
年
寄
り
の
居
室
整
備
に

資
金
貸
付
が
利
用
で
き
ま
す

｛
）

’※詳しくは，福祉事務所援護係ま

でお問い合わせください。

a23-2111

内線352
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⑭
午
後
二
時
開
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》
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料
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席
一
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、
五
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○
円

搾

一
Ｂ
席
三
、
○
○
○
円

↑

》
入
場
券
発
売
中

》痔 や↑

｝
民
話
劇
と
は
、
木
下
順
二
氏
に
よ
れ

ン

》
ば
、
長
い
間
、
多
く
の
民
衆
が
考
え
、

Ｊ
幸
が
昨
牛
謂
峰
》
い
い
心
嶬
端
非
釧
碇
、

今

》
昔
語
り
の
お
は
な
し
の
な
か
に
、
現

蓉
代
の
世
界
が
す
け
て
み
え
る
こ
と
と
思

矛

》
い
ま
す
。
木
下
順
二
・
宇
野
重
吉
氏
が

齢

砕
贈
る
笑
い
の
傑
作
で
す
。

動…〆 ゾ

毒
で
窪
壱
毒
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や
あ
一
藍

催
し
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民
芸
公
演
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二
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市
内
の
産
業
の
振
興
と
市
民
生
活
の

向
上
を
図
る
た
め
、
生
産
品
等
を
一
堂

に
集
め
、
広
く
市
民
に
紹
介
し
、
そ
の

展
示
即
売
会
を
行
い
ま
す
。

と
き
十
一
月
二
十
二
日
出
、
二
十

三
日
⑧

と
こ
ろ
市
民
体
育
館
、
中
央
公
民
館

出
品
物
の
申
込
締
切

商
工
業
関
係
九
月
三
十
日
㈹

農
業
関
係
十
月
三
十
日
附

※
詳
し
く
は
、
農
林
課
、
商
工
課
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ｓ
二
三
’
一
二
二
内
線
四
五
一
、

四
六
二

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
「
現
況

届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
を
し
な
い
と
受
給
資
格
が
あ

っ
て
も
支
給
が
一
時
差
し
止
め
ら
れ
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
・

期
間
八
月
十
一
日
㈲
か
ら
八
月
二

十
三
日
出
ま
で

提
出
先
保
険
年
金
課
医
療
福
祉
係

※
受
給
者
の
状
況
に
よ
っ
て
添
付
書
類

が
、
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
の
で
、
詳
し

い
こ
と
は
、
保
険
年
金
課
医
療
福
祉
係

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
・

壷
二
三
’
一
二
二
内
線
二
三
三

産
業
祭
の
出
品
物
を
募
集

児
菫
扶
養
手
当
等

「
現
況
届
」
の
提
出
を
Ｉ

下水道の標語を募集します
＞

県政教室に参加してみませんか

･題 材下水道促進に関するもの。

･応募資格市内居住者（児童・生徒を除く。）

･応募方法官製はがきに1人2点までとし，住所・氏名

年齢・職業，電話番号を明記してください。

｡締め切り 9月8日(月)当日消印有効

･送り先〒319 13， 多賀郡十王町大字伊師2200, 日立

高萩・十王広域下水道組合

・その他優秀作品には，賞状と賞品を贈ります。

※詳しくは， 日立･高萩･十王広域下水道組合(壷32-5595）

へおたずねください。

県政教室は，バスで県の施設等を見学して，県政に対

する理解と関心を高めるために行われるものです。

今回は，身近な食品の問題と住みよい環境づくりに主

眼をおき， さらに昨年開催された科学万博の興奮さめや

らぬ筑波研究学園都市を見学します。

。と き 10月14日（火) Aコース （水戸駅発着）

Bコース （日立駅発着）

10月17H(fj Aコース （水戸駅発着）

Bコース （日立駅発着）

cコース （常陸大宮駅発着）

10月23日（木) Aコース （水戸駅発着）

Bコース （笠間駅発着）

・参加資格 18歳以上の県内居住者

。申込み官製往復はがきに，住所，氏名（1枚に1

人),電話番号，年齢，性別，職業(勤務先）

参加日とコースを記入して，〒318水戸市

三の丸1 5 38，茨城県県北地方総合事務所

総務課あて， お申し込みください。

。締め切り 8月30日(土） （当日消印有効）

・その他参加費用は無料，昼食持参

・問い合せ茨城県県北地方総合事務所

総務課(a0292-21-8111,内線5413)

天
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電話番号が変更になります
《
〈
◇
〉
×
〈
◇
〉
×
（
。
〉
×
〈
◇116番←22 2991 （着信無料）

電話局営業課の電話番号（高萩22-2991）が7月1日か

ら局番なしの“1 16”に変更になりました。電話に関し

てはお気軽にお問い合わせください。

NTT,高萩電報電話局

◇
〉
×
〈
ｓ
〆
く
ぎ
×
〈
零
×
〈
。

、
ノ
ロ
ロ
ロ
ロ
、
ノ8月は個人事業税の納期です

ぐ納期8月21日から8月31日まで〉

第1期分の納税通知耆は， 8月中旬ごろお手もとに

届きます。納期限8月31日までに納めましょう。

なお，便利な口座振替による納税の制度がありま

すのでご利用ください。手続きについては，金融機

関または県税事務所にお問い合わせください。

茨城県高萩県税事務所

譽察官採用試験のおしらせ
ー

昭和61年度茨城県警察官B(高校卒程度）採用試験が行われます。

･試験日 （第1次） 9月28日(日）

・受付期間 8月25日(月)から9月18日(木）

・受験資格昭和34年4月2日から昭和44年4月1日までに生まれ

た男子， ただし，学校教育法による大学（短期大学を

除く。）を卒業した者または，昭和62年3月31日までに

卒業見込みの者を除く。

茨願書等，詳しいことは高萩警察署または，最寄りの警察官駐在所

派出所へおたずねください。 高萩警察署壷22-2165
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日曜当番医
“

証
ｒ
３
ｌ
ｊ
ｊ

23-3113

351222

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです。津
匙一

○
森
田
隆
輔
さ
ん
高
萩

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
日
高
十
郎
さ
ん

五
千
四
百
三
十
三
円
社
会
福
祉
へ

○
吉
久
保
泰
子
さ
ん
本
町

二
十
万
円
香
典
返
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の
一
部

囮
寄
贈
図
書
館
へ

新
本
寄
贈

善
意
あ
り
が
と
う

絵を描いていると‘ いろいろなものに心意かれる

人物大きな木なつかしい建物”…など。

その中の－つ‘大和町の仲の湯さん。

高萩美術協会員大崎きく江

一
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9月7日 ，諸原医院
立花医院

9月14日
十王医院

戸
町本

高
東

十王町

9月21日

9月28日

戸医院

内田病院

安艮川

大和町

32－3266

22 2137


